
本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（四
）
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写
御
本
尊
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め
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果
院
日
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本
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０
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０
　
永
享
八
年
　
蓮
華
寺
所
蔵
本
尊

０
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０
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０
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０
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行
学
院
日
朝
聖
人
真
蹟
と
①
①
二
本
尊
の
問
題
点

④
嘉
吉
三
年
　
身
延
山
所
蔵
本
尊
の
問
題
点

③
永
享
八
年
　
富
士
市
妙
永
寺
所
蔵
本
尊
の
問
題
点

◎
文
明
三
年
　
一二
島
市
本
覚
寺
所
蔵
本
尊

（真
蹟
表
一こ

◎
文
明
四
年
　
一示
都
市
妙
伝
寺
所
蔵
本
尊

（真
蹟
表
一〇

本
果
院
日
朝
聖
人
真
蹟
と
す
べ
き
本
尊
の
根
拠
と
課
題

①
嘉
吉
三
年
　
身
延
山
所
蔵
本
尊
の
筆
者

①
永
享
八
年
　
一昌
士
市
妙
永
寺
所
蔵
本
尊
の
筆
者

結
　
語

一
、
は
じ
め
に

本
果
院
日
朝
聖
人

（
〓
一一九
二
～

一
四
六
工Ｃ

書
写
御
本
尊
は
今
日
同
師
の
開
創
寺
院
に
伝
承
さ
れ
る
例
が
多

い
が
決
し
て
多
数

と
は
言
え
な
い
。
授
与
者
、
書
写
地
、
伝
承
の
由
来
が
明
ら
か
な
も
の
が
あ
る

一
方
、
由
来
は
不
明
で
後
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
御
本
尊
の
書
写
の
年
代
は
永
享
元
年

（
一
四
二
九
）
か
ら
長
禄
四
年

（
一
四
六
〇
）
ま
で
約
三
十
年
に
及
ぶ
。
同
聖
人

（以
下
、
本
果
朝
師
と
記
す
）
の
年
代
に
よ
る
筆
蹟
の
変
化
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
真
蹟
考
察
の
た
め
に
、
＜ａ＞
首
題
の
特
徴
、
０
勧
請

（図
顕
）
諸
尊
表
記
の
特
徴
、
０
讃
文
の
引
用
、
経
文
の
特
徴
、
０
署
名
花
押
の
特
徴
、
＜ｅ＞
授
与
者
、
書
写
年
月
日
の
表
記

（以
下

四
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「年
記
」
と
記
す
）
の
特
徴
、
０
文
字
、
筆
法
の
特
徴
の
検
討
を
試
み
、
ま
た
地
誌
的
、
文
献
的
、
歴
史
的
背
景
を
も
考
慮
し
て
比
較

し
て
み
た
い
。

私
見
で
は
本
果
朝
師
の
書
写
御
本
尊
で
そ
の
筆
法
も
定
ま
り
そ
の
特
徴
が
明
確
に
な

っ
て
来
る
の
は
享
徳
二
年

（
一
四
五
一こ

以

後
の
書
写
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
の
本
尊
は
慎
重
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

更
に
行
学
院
日
朝
聖
人

（
一
四
一
一一
一～

一
五
〇
〇
）
が
伊
豆
の
宇
佐
美
に
生
誕
さ
れ
後
に
身
延
山
久
遠
寺
第
十

一
世
、　
一
致
派
に

於
け
る
室
町
期
の
代
表
的
教
学
者
と
な
る
が
三
島
本
覚
寺
に
於
て
得
度
し
、
京
、
鎌
倉
に
遊
学
す
る
な
ど
本
果
朝
師
と
四
十
余
年
の

同
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（以
下
、
行
学
朝
師
と
記
す
）

従

っ
て
両
師
は
後
年
混
同
さ
れ
る
事
例
が
あ
り
、
両
師
の
書
写
本
尊
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
唯
多
く
の
比
較
点
で
明
ら
か

な
特
徴
が
あ
り
識
別
し
て
混
同
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
伝
存
の
本
果
朝
師
御
本
尊
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
今
回
新
た
に
検
討
す
べ
き
二
本
尊
を
取
上
げ
そ
の
真
の
筆
者
に
つ

い
て
も
考
察
を
し
て
み
た
い
。

二
、
本
果
院
日
朝
聖
人
御
本
尊
の
伝
承
と
特
徴

０
　

杢ヽ
塁
九
年
　
南
之
坊
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
沼
津
市
、
法
華
宗
大
本
山
光
長
寺
塔
頭
南
之
坊
所
蔵
で
永
享
元
年

（
一
四
一
一九
）
の
年
記
が
あ
る
。
近
年
昭
和
五
十
五

年
同
坊
檀
家
よ
り
奉
納
さ
れ
た

一
幅
で
あ
る
。

木
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
冴
九

（
四
）



首
題
は
筆
勢
が
あ
り

「華
」
「経
」
の
文
字
の
大
き
な

広
が
り
が
際
立
つ
。

勧
請
諸
尊
の
内
四
天
王
、
不
動
、
愛
染
の
二
明
王
の
表

記
は
更
に
大
き
く
、
「大
」
「天
」
の
文
字
は
大
き
く
広
が

る
独
得
の
筆
法
で
あ
る
。
「大
廣
目
天
玉
」
の

「玉
」
は

点
が
あ
り
他
の
四
天
王
に
は

「王
」
と
し
て
点
を
付
さ
な

い
。
大
増
長
天
王
は

「大
増
天
王
」
と

「長
」
の
字
が
欠

け
る
。

首
題
の
下
に

「日
蓮
大
士
」
と
書
写
さ
れ
首
題
左
下

「停
教
大
師
」
の
更
に
左
側
に

「日
春
上
人
」
と
記
さ
れ
る
。

讃
文
は

「末
法
相
應
　
大
漫
荼
羅
也
」
と
あ
る
。

署
名
花
押
は

「沙
門
日
朝
花
押
」
。
確
実
な
筆
蹟
の
他
例
と
比
べ
特
徴
に
決
定
的
な
指
摘
は
で
き
な
い
。

左
端
に
記
さ
れ
る
授
与
者
に

「授
与
之
駿
東
郡
北
久
原
村
蓮
静
寺
檀
方
中
」
と
あ
る
。

年
記
は
右
端
に
永
享
元
己
酉
正
月
十
二
日

（
一
四
一
一九
）
と
見
え
る
。
北
久
原
は
確
か
に
今
日
の
蓮
静
寺
の
旧
地

（今
日
の
御
廟

所
）
で
あ
る
。
駿
東
郡
は
駿
河
国
の
東
部
に
位
置
す
る
。
「駿
河
郡
」
か
ら

「駿
東
郡
」
へ
の
改
称
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
研
究

者
の
見
解
に
よ
れ
ば
戦
国
期
と
さ
れ
る
。
「駿
東
郡
」
の
郡
名
の
初
見
は
天
文
二
十
年

（
一
五
五
こ

九
月
二
十

一
日
、
定
輪
寺
宛

今
川
義
元
安
堵
判
物
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「北
久
原
村
」
の

「北
久
原
」
は
戦
国
期
、
天
文
十

一
年

（
一
五
四
一
じ
九
月
二
十
六

日
、
北
條
氏
康
判
物
写
に
見
え
る
。
村
名
は
江
戸
期
、
慶
長
年
代
以
降
、
明
治
二
十
二
年
ま
で
の
村
名
で
あ
る
。

永享元年南之坊所蔵本尊



こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
永
享
元
年
時
、
同
郡
名
は
初
見
よ
り
百
二
十
年
以
上
遡
り
、
村
名
は
百
六
十
年
以
上
遡
る
こ
と
に
な
る
。

彼
此
考
慮
し
て
更
に
検
討
を
要
す
。

０
　
杢ヽ
早
八
年
　
蓮
華
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
静
岡
県
長
泉
町
、
蓮
華
寺

（光
長
寺
末
）
所
蔵
で
あ
る
。
開
創
は
本
呆
朝
師
に
な
る
古
刹
で
あ
る
。

当
本
尊
の
首
題
は
大
き
く
筆
勢
が
有
る
。
そ
し
て
こ
の
首
題
と
特
徴
を
同
じ
く
す
る
筆
蹟
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
御
殿
場
市
、
蓮

静
寺
所
蔵
、
本
果
朝
師
に
よ
る

『法
華
宗
本
門
弘
経
抄
神
力
品
下
』
の
写
本
の
裏
表
紙
、
見
返
し
に
残
さ
れ
る
題
目
の
墨
蹟
で
あ
る
。

首
題
の
脇
に

「南
無
釈
迦
牟
尼
佛
」
、
「南
無
多
賓
如
末
」
、
首
題
の
下
に

「日
蓮
在
判
」
と
あ
る
。
こ
の
筆
蹟
は
本
果
朝
師
真
蹟
と

判
断
し
て
間
違
い
無
い
と
思
わ
れ
る
。
２

二
人
頁
写
真
参
昭
じ

勧
請
諸
尊
は
十
界
が
整
然
と
配
さ
れ
、
四
天
王
、
二
明
王
も
骨
太
な
筆
法
に
て
書
写
さ
れ
る
。
首
題
の
下
に

「日
蓮
大
聖
人
」
が

勧
請
さ
れ
る
。
但
し
多
賓
如
来
の

「賓
」
の
字
が
欠
け
る
。

讃
文
の
引
用
、
経
文
の
特
徴
は
、
右
上
よ
り

「有
供
養
者
福
過
十
号
」
右
中
程
よ
り

「讃
者
積
福
於
安
明
」
、
左
上
よ
り

「若
悩

乱
者
頭
破
七
分
」
左
中
程
よ
り

「謗
者
開
罪
於
無
間
」
と
見
え
、
光
長
寺
、
二
十
八
紙
大
漫
荼
羅
の
讃
文
に
見
え
る
引
用
で
あ
る
。

署
名
、
花
押
は
本
尊
左
下
部
に

「沙
門
日
朝
花
押
」
が
あ
る
。
「沙
門
」
の
文
字
も
蓮
静
寺
、
『御
聖
教
』
写
本
中
に
複
数
残
る
署

名
花
押
に
類
似
し
て
お
り
、
日
朝
の

「朝
」
と
花
押
部
分
が
重
な
る
特
徴
も
同
様
で
あ
る
。

授
与
者
は
見
え
ず
、
年
記
は
本
紙
左
端
に
辛
う
じ
て
残
る
文
字

「丙
辰
　
エハ
月
」
に
よ
り
本
呆
朝
師
ご
在
世
年
の
永
享
八
年

（
一

四
三
六
）
と
推
定
さ
れ
る
。
永
享
七
年

（
一
四
一一五
）
は
本
果
朝
師
上
洛
の
年
と
考
え
ら
れ
、
書
写
年
代
は
そ
の
翌
年
と
な
る
。

当
本
尊
表
装
の
記
録
が
本
尊
の
裏
に
記
さ
れ
、
明
治
十
七
年
四
十
二
世
日
精
師
の
記
録
で
あ
る
。
奉
納
主
は

「御
厨
阿
多
野
新
田

木
系
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
看
九

（
四
）



喜
多
長
平
治
」
と
見
え
る
。
こ
の
喜
多
氏
と
は
既
述

の
蓮
静
寺
所
蔵
、
『御
聖
教
』
写
本
、
本
果
朝
師
書
写
、

真
筆
署
名
の
あ
る
外
題
は

『法
華
宗
本
門
弘
紅
抄
幅
肝
紅

恒
一　
神
力
品
下
紅
琳
ど

で
あ
る
が
、
そ
の
原
本
の
裏

表
紙
左
下
に

「施
主
　
喜
多
長
右
衛
門
」
と
見
え
る
。

蓮
華
寺
御
本
尊
施
主
の
喜
多
長
平
治
氏
の
住
所
、

「御
厨
阿
多
野
新
田
」
は
酒
匂
川
支
流
、
須
川
右
岸
に

位
置
し
江
戸
期
か
ら
明
治
二
十
二
年

（
一
人
八
九
）
ま

で
の
村
名
で
あ
る
。
江
戸
期
に
当
本
尊
は
奉
納
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
喜
多
長
右
衛
門
は
そ
の
先
祖
か
、　
一
族

の
先
祖
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

文
字
の
特
徴
は
首
題
の
項
で
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
筆
勢
が
あ
り
特
に

「蓮
」
「紅
」
「羅
」
等
に
本
呆
朝
師
の
筆
法
が
現
わ
れ
て

い
る
。

０
　
杢ヽ
早
九
年
　
本
国
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
本
果
朝
師
開
山
に
な
る
御
殿
場
市
神
山
本
国
寺

（光
長
寺
末
）
所
蔵
の
一
幅
で
あ
る
。
伝
来
は
詳
か
で
は
な
い
が
こ
の

一
幅
は
楷
書
に
近
い
明
確
な
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

首
題
は
大
き
く

「紅
」
の
字
は
広
が
る
。
但
し
本
果
朝
師
の
特
徴
の
具
体
的
部
分
の
指
摘
に
は
躊
躇
す
る
。

永享八年蓮華寺所蔵本尊



勧
請
諸
尊
は
四
天
王
、
二
明
王
が
書
写
さ
れ
二
佛
、
四
菩
薩
を
主
体
と
し
て

「文
殊
普
賢
大
士
」
「薬
王
弥
収
尊
」
「兄
子
母
神
天

台
博
教
師
」
「十
羅
刹
女
三
十
番
神
尊
」
と
表
記
さ
れ
、
尊
称
表
記
の
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
首
題
の
下
に

「日
蓮
大
士
」
そ
の
両

脇
は
右
に

「
日
春
上
人
」
左
に

「
日
法
上
人
」
が
勧
請
さ
れ
る
。
文
字
に
本
果
朝
師
の
特
徴
は
指
摘
で
き
な
い
が
光
長
寺
系
統
の
本

尊
形
式
で
あ
る
。

讃
文
は
日
春
日
法
上
人
の
両
脇
に
あ
り
右
に

「末
法
相
應
之
」
左
に

「大
漫
荼
羅
也
」
と
あ
る
。
南
之
坊
所
蔵
本
尊
と
同
様
で
あ

ｚｅ
。署

名

・
花
押
は
首
題
の
下
、
日
蓮
大
士
の
下
、
中
心
位
置
に
あ
り
、
「日
朝
花
押
」
。
署
名

「日
朝
」
の
文
字
に
花
押
の
重
な
る
部

分
は
少
な
い
。
文
字
の
特
徴
と
し
て

「朝
」
の
字
を

「朝
」
と
す
る
が
行
学
朝
師
の
署
名
の

「朝
」
が

「朝
」
と
な
る
例
が
あ
る
。

署
名
右
上
に

「青
蓮
妙
院
」
と
墨
色
の
異
な
る
文
字

が
見
え
る
が
他
に
例
は
な
い
。
花
押
は
南
之
坊
所
蔵

尊
　
　
本
尊
と
類
似
す
る
。

麟
　
　
　
授
与
者
名
は
本
尊
左
端
中
程
よ
り
上
か
ら

「授
与

初
　
　
之
優
婆
塞
蓮
壽
日
堅
」
と
あ
る
。
年
記
は
本
尊
右
端
、

相

　

中
程
よ
り
上
か
ら

「永
享
九

巳
丁

太
歳
正
月
佛
誕

解
　
　
日
」
２

四
三
七
）
と
あ
る
。

連
　
　
　
文
字
の
特
徴
は

「蓮
」
「羅
」
「玉
」
等
、
本
果
朝

師
の
定
ま

っ
た
筆
法
と
は
異
な
る
。
年
代
に
よ
る
差

異
で
あ
る
か
否
か
は
更
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

木
♀
院
口
朝
空
人
に
関
す
る
研
鬼

（
四
）



①
　
杢ヽ
早
九
年
　
本
蓮
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
本
果
朝
師
開
山
に
な
る
静
岡
県
小
山
町
湯
舟
　
本
蓮
寺

（光
長
寺
末
）
所
蔵
に
な
る
。
当
本
尊
の
伝
来
は
詳
ら
か
で
は
な
い

が
小
幅
で
あ
り
祈
祷
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
讃
文
に
特
徴
を
見
る
。

首
題
は
大
き
く

「無
」
と
Ｌ
華
」
の
横
に
引
く

一
画
が
特
に
長
い
。

「無
」
の
筆
法
は
南
之
坊
本
尊
に
近
く
真
蹟
の
筆
法
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、
首
題
全
体
の
印
象
は
蓮
静
寺
、
本
果
朝
師

『御
聖

教
』
写
本
の
裏
表
紙
の
首
題
に
近
く

「蓮
」
の
字
の
之

続
は
そ
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
。

勧
請
諸
尊
は
二
明
王
と
首
題
の
下
方
左
右
に

「大
日
月
天
玉
」
と

「第
六
天
魔
玉
」
そ
の
下
方
に
図
顕
さ
れ
る
の
が

「兄
子
母

蓮静寺蔵

『御聖教』写本首題

永享九年本蓮寺所蔵本尊
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神
」
「天
照
大
神
」
「十
羅
刹
女
」
「八
幡
大
井
」
、
首
題
の
真
下
に

「
日
蓮
在
御
判
」
、
不
動

・
愛
染
の
梵
字
は
墨
色
が
薄
く
讃
文
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
。

讃
文
は
首
題
右
の
上
よ
り
二
行
に

「諸
餘
怨
敵
、
火
不
能
燒
」
「明
練
方
薬
　
善
治
衆
病
」
、
首
題
の
左
上
よ
り
二
行
に

「安
架
産

福
子
　
開
眼
」
「皆
悉
推
滅
、
水
不
能
漂
」
と
あ
る
。
「開
眼
」
の
文
字
は
他
の
本
果
朝
師
本
尊
に
は
な
く
讃
の
文
意
か
ら
祈
祷
用
と

見
え
る
。

署
名
、
花
押
は
中
心
の
下
部
に
在
り

「
日
朝
」
と
記
さ
れ
た
文
字
と
花
押
と
は
殆
ど
重
な
ら
な
い
。
但
し
、
花
押
部
分
は
本
紙
の

欠
損
が
あ
り
補
筆
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
慎
重
に
見
た
い
。

授
与
者
は

「授
与
之
酉
ノ
年
女
性
」
と
あ
り
、
年
記
は

「永
享
九
丁
巳
九
月
十
二
日
」
２

四
三
七
）
と
あ
る
。
当
本
尊
は
先
師
に

よ
り
永
享
元
年

（
一
四
二
九
）
書
写
の
本
尊
と
さ
れ
て
来
た
が
、
丁
巳
は
永
享
九
年
で
あ
り
本
紙
の
部
分
的
欠
損
か
ら

「元
」
と
読

ま
れ
伝
来
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

文
字
の
特
徴
は
、
署
名
、
花
押
に
は
御
真
蹟
の
筆
法
が
見
出
せ
ず
、
本
果
朝
師
の
特
徴
を
示
す

「蓮
」
の
文
字
が
あ
る

一
方
、
別

の
特
徴
の
あ
る
文
字
も
多
い
。
二
明
王
の
墨
色
が
薄
い
特
徴
は
、
他
の
本
果
朝
師
真
蹟
に
も
例
が
あ
り
偶
然
か
意
図
あ
る
も
の
か
不

明
で
あ
る
。
更
に
検
討
を
要
す
。

０
　
一早
徳
二
年
　
一工
正
寺
所
蔵
本
尊

立
正
寺
は
山
梨
県
、
甲
州
市
　
勝
沼
休
息
の
日
蓮
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
寺
記
に
よ
れ
ば
天
正
十
九
年

（
一
五
九
こ

ま
で
大
本
山

光
長
寺
と
両
山

一
寺
と
し
て
八
品
門
流
の
甲
駿
の
牙
城
で
あ
っ
た
。
武
田
勝
頼
の
時
、
織
田
信
長
、
徳
川
家
康
の
連
合
軍
の
武
田
氏

攻
略
に
遭
い
、
寺
域
は
戦
場
と
な
り
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
伽
藍
は
天
正
十
年

（
一
五
八
一
じ

〓
一月
三
日
灰
塵
に
帰
し
た
。
同
年
六
月

木
系
院
口
朝
空
人
に
関
す
る
冴
鬼

（
四
）



二
日
、
京
都

「本
能
寺
の
変
」
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が

当
宗
に
と
り
甲
斐
国
、
駿
河
国
に
て
も
莫
大
な
損
失
を
蒙

つ

樽
　

　

た
大
災
禍
が
有

っ
た
事
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

耐
　

　

時
朝
師
造
営
の
七
堂
伽
藍
、
多
く
の
宝
物
と
共
に
本
果
朝
師

時
　

　

に
関
連
す
る
多
く
の
史
料
が
失
わ
れ
た
事
は
想
像
に
難
く
な

牡
　
　
　
い
。
そ
の
後
、
立
正
寺
復
興
の
過
程
で
光
長
寺
と
門
流
分
裂

に
　

　

と
い
う
両
山
に
と
り
苦
難
の
歴
史
を
辿
る
事
と
な
っ
た
。

享
　
　
　
そ
の
立
正
寺
は
宗
祖
を
開
山
と
し

『立
正
安
国
論
』
講
説

の
地
、
二
祖
日
法
聖
人
、
三
祖
日
乗
聖
人
と
し
て
由
緒
が
あ

る
。
立
正
寺
の
今
日
の
寺
域
と
焼
失
前
の
大
伽
藍
、
十
二
坊

を
整
え
在
住
四
十
八
年
、
中
興
開
基
と
称
さ
れ
る
の
が
同
山
第
七
祖
本
果
朝
師
で
あ
る
。

当
山
に
所
蔵
さ
れ
る
本
果
朝
師
の
御
本
尊

一
幅
、
年
記
は
享
徳
二
年

（
一
四
五
一こ
、
聖
人
六
十

一
才
の
御
書
写
で
あ
る
。
災
火

に
罹
り
乍
ら
奇
蹟
的
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

首
題
は
堂
々
と
し
て
筆
勢
は
雄
渾
。
骨
太
の
文
字
で
御
本
尊
書
写
の
形
式
が
定
っ
た
観
が
あ
る
。
筆
法
は
蓮
静
寺
所
蔵
、
本
果
朝

師
写
本

『御
聖
教
』
裏
表
紙
見
返
し
の
首
題
と
同
様
の
特
徴
を
持
ち
、
「蓮
」
の
字

「経
」
の
字
は
そ
の
ま
ま
特
徴
が
拝
さ
れ
る
。

勧
請
諸
尊
は
十
界
、
四
天
王
、
二
明
王

（墨
色
は
薄
く
見
え
る
）、
首
題
の
下
に

「南
無
日
蓮
大
聖
人
」
、
そ
の
右
に
図
顕
さ
れ
る

「兄
子
母
神
」
「天
照
太
神
」
左
に

「十
羅
刹
女
」
「八
幡
大
菩
薩
」
、
こ
の
形
は
以
後
の
御
本
尊
も
同
様
で
あ
り
、
永
享
八
年
、
蓮
華

寺
御
本
尊
に
既
に
そ
の
形
を
見
る
事
が
で
き
る
。



讃
文
は
安
立
行
菩
薩
左
側
下
方
に

「若
悩
乱
者
頭
破
七
分
　
有
供
養
者
福
過
十
号
」
、
御
本
尊
右
下
方
に

「佛
滅
度
後
二
千
二
百

三
十
余
年
之
間

一
閻
浮
提
之
内
未
曽
有
大
漫
荼
羅
也
」
、
典
型
的
な
本
果
朝
師
本
尊
の
讃
文
の
形
と
言
え
よ
う
。

署
名
花
押
は

「日
蓮
大
聖
人
」
の
下
、
「
日
朝
花
押
」
、
「朝
」
の
字
と
花
押
は
多
く
の
部
分
で
重
な
り
合
う
。
蓮
静
寺
所
蔵
、
本

果
朝
師
写
本
の
複
数
の
署
名
花
押
と
同
様
の
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

授
与
者
、
年
記
は

「八
幡
大
菩
薩
」
の
左
に

「松
子
丸
授
与
之
」
と
あ
り
、
本
尊
左
端
下
方
に

「享
徳
二
年
歎
璧
二
月
六
日
」
貧

四
五
一こ

と
あ
る
。
松
子
丸
な
る
人
物
と
は
立
正
寺
二
十
六
世
已
心
院
日
退
師
の
記
し
た

『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
』
（宝
永
三

年
五
月
）
中
に
そ
の
名
が
見
え

「彼
の
旧
寺
ヲ
本
立
正
寺
卜
云
フ
千
姦
松
子
丸
亀
壽
丸
卜
云
フ
兄
子
ア
リ
」
と
あ
る
。
日
朝
師
が
新

た
に
建
立
し
た

「新
立
正
寺
」
の
旧
地
、
旧
寺
を

「本
立
正
寺
」
と
称
し
た
事
が
知
ら
れ
る
が
そ
の
旧
寺
に
住
し
た
修
行
僧
又
は
朝

師
の
学
室
の
子
弟
と
判
断
さ
れ
る
。
「新
立
正
寺
」
が
災
火
に
焼
失
の
憂
き
目
を
見
た
の
に
対
し
、
旧
寺

「本
立
正
寺
」
側
に
こ
の

本
尊
が
残
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
推
定
さ
れ
る
。
当
寺
二
十
六
世
日
退
師
は
こ
の
御
本
尊
を
見
て
い
た
事
に
な
る
。

因
み
に

「亀
壽
丸
」
の
名
は
休
息
山
立
正
寺
所
蔵
、
光
長
寺
七
祖
日
建
師
書
写
現
存
御
本
尊
に
授
与
者
と
し
て
そ
の
名
が
残
り
、

立
正
寺
の
子
弟
に
光
長
寺
貫
首
が
本
尊
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
史
実
を
見
て
も

「両
山

一
寺
」
と
さ
れ
る
旧
記
を
裏
付
け
る
史
料
と
言

えゝ
卜で
つ
。

文
字
の
特
徴
で
際
立
つ
も
の
は

「蓮
」
「経
」
「羅
」
「授
」
等
で
あ
り
独
得
の
筆
法
と
言
う
事
が
で
き
る
。
正
に
本
果
朝
師
の
特

徴
を
具
備
す
る

一
幅
と
拝
さ
れ
る
。

木
系
院
曰
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（
四
）



内
　
一早
徳
三
年
　
蓮
静
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
御
殿
場
市
、
本
門
法
華
宗
蓮
静
寺
所
蔵
に
な
る
。

蓮
静
寺
は
往
時
光
長
寺
末
と
し
て
本
果
朝
師
開
創
の
古
刹
で
あ

り
、
富
士
山
宝
永
噴
火
の
後
、
現
地
に
寺
域
を
移
し
た
歴
史
が

あ
る
。
本
果
朝
師
本
尊
三
幅
を
宝
蔵
し
今
日
に
至
る
。

首
題
の
特
徴
は
堂

々
と
大
き
く
迫
力
が
あ
る
。
「蓮
」
と

「経
」
は
正
に
本
果
朝
師
の
筆
法
で
あ
り
、
文
字
の
大
さ
に
余

り
変
化
の
な
い
骨
太
の
文
字
。
光
明
点
は
敢
て
筆
勢
を
止
め
て

い
る
感
が
あ
る
。

勧
請
諸
尊
は
上
段
仏
部
は
常
の
如
く
中
段
菩
薩
、
尊
聞
、
縁
覚
、
諸
天
が
左
右
各
々
五
行
に
書
写
さ
れ
、
下
段
右
に

「転
輸
聖

王
」
「阿
修
羅
王
」
左
に

「大
龍
王
」
「阿
閣
世
王
」
、
宗
祖
の
右
に

「兄
子
母
神
」
「天
照
太
神
」
左
に

「十
羅
刹
女
」
「八
幡
大

井
」
が
図
顕
さ
れ
、
十
界
を
網
羅
し
て
い
る
。
首
題
の
下
に

「南
無
日
蓮
在
御
判
」
と
あ
る
。
不
動
、
愛
染
二
明
王
の
墨
色
は
や
は

り
薄
墨
に
見
え
る
。

讃
文
は
仏
部
右
端
上
方
よ
り

「若
悩
乱
者
頭
破
七
分
　
有
供
養
者
福
過
十
号
」
、
仏
部
左
端
上
方
よ
り

「讃
者
積
福
於
安
明
　
謗

者
開

（罪
）
於
無
間
」
。
右
端
下
方
に

「仏
滅
度
後
二
千
三
百
三
十
余
年
之
間

一
閻
浮
提
之
内
未
曽
有
大
漫
荼
羅
也
」
。

署
名
花
押
は

「
日
蓮
在
御
判
」
の
下
、
「日
朝
花
押
」
で
あ
り
、
「朝
」
の

一
字
は
殆
ど
花
押
と
重
な
る
。
典
型
的
な
署
名
花
押
で

あ

る
。

享徳三年蓮静寺所蔵本尊



授
与
者
は

「八
幡
大
井
」
の
左
側
に
記
さ
れ
、
「久
速
山
本
」
「立
正
寺
」
と
二
行
に
書
か
れ
る
。
「久
速
山
」
と

「本
」
の
字
は

「立
正
寺
」
と
筆
の
穂
先
の
割
れ
の
ま
ま
に
続
い
て
い
る
の
で
同
時
に
書
か
れ
た
寺
名
で
あ
る
。
「本
立
正
寺
」
と
称
さ
れ
る
寺
の
事

は
既
に
記
し
た
所
な
の
で
詳
細
は
省
く
が
本
果
朝
師
が
真
言
修
験
の
旧
寺
伽
藍
の
地
か
ら
新
た
に

「立
正
寺
」
を
引
移
し
て

「新
立

正
寺
」
を
造
営
し
旧
寺
域
に
残
さ
れ
た
寺
は

「本
立
正
寺
」
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
寺
の
事
と
拝
さ
れ
る
。
こ
の
寺
は
後
に

「本
立

寺
」
と
寺
号
を
改
め
た
。

年
記
は

「享
徳
三
年
大
吋
成
七
月
十
日
」
盆

四
五
四
）
と
本
尊
の
左
端
下
方
に
記
さ
れ
る
。
「七
月
」
は

「十
月
」
と
も
見
え
る
が

筆
の
穂
先
の
割
れ
の
方
向
を
見
る
と
七
月
と
見
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
前
項
、
休
息
立
正
寺
所
蔵
本
尊
の
翌
年
の
書
写
と
な
る
。

文
字
の
特
徴
を
見
る
と
、
立
正
寺
所
蔵
本
尊
と
同
様
で
あ
り
本
呆
朝
師
真
蹟
の
特
徴
を
具
備
し
て
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

０
　
一早
徳
四
年
　
蓮
静
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
前
例
と
同
じ
く
蓮
静
寺
所
蔵
で
あ
る
。
但
し
本
紙
上
半
部
に
欠
損
が
あ
り
中
央
部
に
剥
落
、
更
に
は
折
れ
に
よ
る
欠
損

が
あ
る
。
下
半
部
は
折
れ
損
以
外
相
当
部
分
の
文
字
が
表
装
の
仕
立
て
に
よ
り
拝
読
で
き
る
の
で
そ
の
価
値
は
決
し
て
失
わ
れ
て
は

い
な
い
。

首
題
の
文
字
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
く
大
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
が

「蓮
」
の
之

続
の
部
分
、
「経
」
の

光
明
点
の
部
分
が
残
り
特
徴
は
明
確
に
拝
さ
れ
る
。

勧
請
の
諸
尊
は
前
例
と
同
じ
く
十
界
諸
尊
が
網
羅
さ
れ
た
重
要
な
本
尊
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
首
題
の
下
に

「南
無
日
蓮
大
聖

人
」
が
勧
請
さ
れ
、
二
明
王
の
梵
字
は
大
き
く
墨
色
は
十
界
諸
尊
と
同
じ
で
あ
り
こ
の
場
合
薄
墨
で
は
な
い
。

特
記
す
べ
き
は
右
下
段

「南
無
天
台
大
師
」
の
右
下
に

「南
無
日
春
聖
人
」
と
勧
請
さ
れ
、
左
下
段

「南
無
伝
教
大
師
」
の
左
下

木
系
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
所
九

（
四
）



に

「南
無
日
法
聖
人
」
と
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
光
長
寺
同
時

二
祖
、
日
春
、
日
法
両
師
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
意
味
を

有
し
、
立
正
寺
貫
首
で
あ
る
本
果
朝
師
が
光
長
寺
の
両
祖
を

勧
請
す
る
事
は
光
長
寺
を
主
体
と
す
る
御
本
尊
の
ご
染
筆
で

あ
り
、
立
正
寺
旧
記
に
見
る
先
例
の
よ
う
に
両
山

一
寺
の
関

係
を
拝
す
る
事
が
で
き
る
。
更
に
は
後
に
記
す
よ
う
に
、
蓮

静
寺
二
祖
に
授
与
さ
れ
た
当
本
尊
の
意
味
は
蓮
静
寺
が
光
長

寺
末
寺
と
の
意
図
を
有
し
て
い
る
。

殊
に
朝
師
署
名
花
押
の
右
上
に

「南
無
日
隆
聖
人
」
の
文

字
が
見
え
、
本
能
寺
、
本
興
寺
の
開
山
日
隆
師
を
勧
請
さ
れ

て
い
る
事
に
注
目
し
た
い
。
隆
師
ご
遷
化
の
十
年
以
前
の
記
録
で
あ
る
が

「聖
人
」
号
を
以
て
書
写
さ
れ
た
。
既
述
の
通
り
隆
師
の

著
述

『御
聖
教
』
を
書
写
さ
れ
そ
の

一
部
が
蓮
静
寺
に
伝
わ
る
が
、
両
師
が
出
会
わ
れ
た
と
さ
れ
る
永
享
七
年

（
一
四
一一五
）
よ
り

二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
当
本
尊
に
は
光
長
寺
の
歴
史
と
そ
の
法
流
、
八
品
門
流
の
伝
承
の
意
図
が
見
え
よ
う
。

讃
文
は
、
中
段
右
端
に

「□
者
積
福
於
安
明
　
謗
者
開
罪
於
無
間
」
、
中
段
左
端
に
は

「若
脳
乱
者
頭
破
七
分
　
有
供
養
者
福
過

十
号
」
と
あ
る
。
下
段
右
端
よ
り
内
側

へ
五
行
に
亘
り

「佛
滅
度
後
二
千
三
百
三
十
余
年
之
間
　
一
間
浮
提
内
未
曽
有
大
漫
荼
羅

也
」
と
あ
る
。
定
ま

つ
た
形
の
讃
文
で
あ
る
。

署
名
、
花
押
は

「日
朝
」
の

「朝
」
と
花
押
が
重
な
り
中
央
に
折
れ
に
よ
る
欠
損
は
あ
る
も
の
の
花
押
の
形
は
十
分
に
本
果
朝
師

と
推
定
で
き
る
。

享徳四年蓮静寺所蔵本尊



授
与
者
は
署
名
花
押
の
左
下
に

「日
明
授
与
之
」
と
見
え
る
。
日
明
師
は
本
果
朝
師
の
後
を
嗣
ぎ
蓮
静
寺
第
二
祖
と
な
っ
た
。

年
記
は
本
尊
左
端
下
方
に

「享
徳
四
年
大
酎
全
二
月
十
四
日
」
貧

四
五
五
）
と
見
え
る
。
前
例
の
本
尊
の
翌
年
の
も
の
で
あ
り
日
明

師
が
当
山
に
遺
さ
れ
伝
来
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

文
字
の
特
徴
を
見
る
に
、
本
紙
に
折
れ
や
欠
損
部
分
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
骨
太
の
筆
法
で
素
朴
な
文
字
群
は
本
呆
朝
師
の
特
徴

を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

内
　
一早
徳
四
年
　
蓮
静
寺
所
蔵
本
尊

当
本
尊
も
蓮
静
寺
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
時
代
に
よ
る
本
紙
の
劣
化
も
少
な
く
堂
々
と
し
た

一
幅
で
あ
る
。

首
題
は
比
較
的
控
え
目
に
本
紙
上
部
に
収
ま
る
大
き
さ
で
書
か
れ
骨
太
、
素
朴
。
上
部
に
少
し
折
れ
損
が
あ
る
が
首
題
の
光
明
点

は
仏
部
の
一
部
に
懸
る
外
は
勧
請
諸
尊
と
文
字
が
重
な
ら
な
い
。

勧
請
諸
尊
は
上
段
仏
部
、
中
段
左
右
に
六
行
ず
つ
の
諸
尊
、
首
題
の
下
に

「南
無
日
蓮
大
聖
人
」
下
段
は
右
に

「兄
子
母
神
」

「転
輪
聖
王
」
「阿
修
羅
王
」
左
に

「十
羅
刹
女
」
「大
龍
王
」
「提
婆
達
多
」
「阿
閣
世
大
玉
」
、
神
祇
人
師
と
し
て
右
側
に

「天
照
太

神
」
「南
無
龍
樹
菩
薩
」
「南
無
天
台
大
師
」
「南
無
日
法
聖
人
」

左
側
に

「八
幡
大
菩
薩
」
「南
無
天
親
菩
薩
」
「南
無
妙
業
大

師
」
「南
無
停
教
大
師
」
が
図
顕
さ
れ
る
。

四
天
王
、
二
明
王
は
常
の
如
し
で
あ
る
が

「不
動
」
の
梵
字
の
墨
色
は
薄
い
。
勧
請
諸
尊
の
配
列
を
見
て
も
詳
細
に
ま
た
念
入
り

に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
光
長
寺
同
時
二
祖

「
日
法
聖
人
」
が
右
下
方
に
勧
請
さ
れ
、
日
法
師
に
対
す
る
尊
崇
の
意
が
表
わ
さ
れ
る
。

讃
文
を
見
る
と
、
仏
部
右
端
よ
り
下
に

「讃
者
積
福
於
安
明
　
謗
者
開
罪
於
無
間
」
　

仏
部
左
端
よ
り
下
に
三
行
に
亘
り

「若
悩

乱
者
頭
破
七
分
　
有
供
養
者
福
過
十
号
」
と
あ
る
。
な
お
右
端
下
方
に

「佛
滅
度
後
二
千
二
百
三
十
余
年
之
間

一
閻
浮
提
之
内
未
曽

木
系
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
看
宛

（
四
）



有
大
漫
荼
羅
也
」
と
あ
り
正
に
本
果
朝
師
の

用
い
る
讃
文
の
典
型
で
あ
る
。

署
名
花
押
は

「日
朝
花
押
」
、
「朝
」
の
字

と
花
押
は
や
は
り
重
な
る
。
定
型
化
し
た
署

名
花
押
で
問
題
な
く
本
果
朝
師
と
特
定
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

授
与
者
は

「沙
門
日
壽
授
与
之
」
と
あ
る
。

日
壽
師
は
蓮
静
寺
に
於
て
第
三
祖
の
嗣
法
と

な

っ
た
。
第
二
祖
日
明
師
授
与
の

一
ヶ
月
後

の
本
尊
で
あ
る
。
伝
来
の
極
め
て
明
白
な
も

の
で
あ
る
。

年
記
は
左
端
下
方
に

「享
徳
四
年
大
計
亥
潤
四
月
十
三
日
」
貧

四
五
五
）
と
あ
る
。

文
字
の
特
徴
は
本
果
朝
師
の
安
定
し
た
筆
法
が
見
ら
れ
各
々
の
文
字
は
疑
念
の
余
地
は
な
い
。

ω
　
長
禄
四
年
　
東
之
坊
所
蔵
本
尊

当
本
尊
は
大
本
山
光
長
寺
塔
頭
東
之
坊
所
蔵
に
な
る

一
幅
で
あ
る
。
本
果
朝
師
は
当
坊
に
於
い
て
は
第
五
祖
に
列
せ
ら
れ
る
。

首
題
は
勢
い
が
あ
り
光
明
点
も
長
く
雄
渾
な
筆
致
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
特
に
組
の
糸
偏
は
第

一
角
が
大
き
な
丸
み
を
帯
び
る
形

で
本
果
朝
師
の
特
徴
を
有
す
る
。

享徳四年蓮静寺所蔵本尊



勧
請
諸
尊
は
上
段
仏
部
が
常
の
如
し
、
中
段
は
左
右
に
六
諸
尊
、
下
段
は
左
右
二
諸
尊
、
首
題
の
下
が

「南
無
日
蓮
大
聖
人
」

右
に

「兄
子
母
神
」
更
に
右
は
龍
樹
、
天
台
、
そ
し
て

「南
無
日
法
聖
人
」
、
反
対
左
に

「十
羅
刹
女
」
更
に
左

へ
伝
教
、
妙
架
、

そ
の
左
が

「南
無
日
春
聖
人
」
で
あ
る
。
日
春

。
日
法
両
師
が
勧
請
さ
れ
る
が
、
同
じ
く
両
師
を
勧
請
す
る
蓮
静
寺
所
蔵
、
享
徳
四

年
三
月
書
写
本
尊
０
と
異
な
り
右
に

「日
法
聖
人
」
左
に

「日
春
聖
人
」
と
左
右
が
逆
に
な
る
。

讃
文
は
右
仏
部
右
端
に

「令
百
由
旬
内
無
諸
衰
患
」
、
左
仏
部
、
浄
行
、
安
立
行
菩
薩
の
下
よ
り
左

へ

「若
悩
乱
者
頭
破
七
分

有

供
養
者
福
過
十
号
」
、
署
名
花
押
の
右
上
に

「佛
滅
度
後
二
千
二
百
三
十
余
之
間

一
閻
浮
提
之
内
未
曽
有
大
漫
茶
羅
也
」
と
あ
る
。

「三
十
余
」
の
次
に

「年
」
は
無
い
。
二
明
王
の
墨
色
は
他
の
文
字
に
比
し
て
や
は
り
薄
い
感
が
あ
る
。

署
名
花
押
は

「日
朝
花
押
」
、
「朝
」
の
文
字
と
花
押
は
ほ
ぼ
重
な
る
形
で
あ
る
。

授
与
者
名
は
無
く
、
署
名
、
花
押
の
左
側
に
、

「小
菅
常
在
寺
書
之
」
と
あ
り
そ
の
左
に

「六
十

尊

　

八
才
也
」
と
あ
る
。
年
令
を
記
し
た
例
は
他
に
無

赫
　

く
本
果
朝
師
の
生
年
、
遷
化
の
年
令
七
十
五
才
が

馴
　

明
ら
か
に
さ
れ
る
記
録
で
あ
る
。

就
　

　

「小
菅
」
の
地
は
何
処
で
あ
る
か
は
解
明
さ
れ

桝

　

な
い
は
い
い
に
同
』
利
る
『一
一
¨
針
〓
剣
辞
録
「副

あ
り
、
室
町
期
、
宗
祇
の
歌
に

「板
野
の
小
菅
」

と
地
名
が
残
る
。
こ
の
地
は
中
世

「丹
波
山
郷
」

木
系
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
研
究

（
四
）



と
称
さ
れ
て
い
た
事
も

『甲
斐
国
志
』
に
て
知
ら
れ
る
。
栗
原
筋
、
大
菩
薩
峠
の
東
側
、
奥
多
摩
湖
に
近
い
。
し
か
し
当
郷
に

「常

在
寺
」
な
る
寺
が
存
在
し
た
記
録
は

『甲
斐
国
社
記

・
寺
記
』
等
に
も
見
ら
れ
な
い
。
当
時
代
、
関
東
、
甲
信
、
法
華
系
統
で

「常

在
寺
」
の
名
は

「小
立
」
に
見
え
る
。
「小
菅
」
の
文
字
の
意
味
は
仮
説
で
は
あ
る
が
富
士
河
口
湖
町
、
常
在
寺
所
蔵

『円
極
実
義

抄
』
下
巻
奥
書
に
見
え
る

「都
留
郡
大
原
庄
小
館
常
在
寺
」
の

「小
館
」
の
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
ら
今
日

の

「小
立
」
、
富
士
河
口
湖
町
、
常
在
寺
の
事
と
判
ぜ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
日
の
地
名
に

「小
立
」
の
文
字
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
世
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。

年
記
は
左
下
部
分
に
あ
り

「長
禄
四
年
大
財
辰
七
月
廿
三
日
」
２

四
六
〇
）
と
見
え
る
。
本
果
朝
師
遷
化
の
文
正
元
年

（
一
四
六

六
）
十
月
二
十
五
日
を
考
慮
す
れ
ば
、
文
正
元
年
七
月
に
て
既
に
七
十
四
才
を
越
え
ら
れ
、
十
月
に
て
は
七
十
五
才
と
す
べ
き
と
考

え
る
。

文
字
の
特
徴
は
署
名
、
花
押
を
含
め
真
蹟
た
る
事
に
疑
い
は
な
い
。

当
本
尊
の
伝
来
は
、
元
の
表
装
軸
に
墨
書
が
残
り
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）、
六
日
市
場
元
照
院
、
廣
教
院
日
同
師
の
寄
進
に
な

る
事
が
記
さ
れ
る
。
六
日
市
場
の
位
置
は
、
元
照
院
の
寺
名
に
よ
り
特
定
さ
れ
、
明
治
六
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
日
蓮
宗
の
寺
院
の
旧

地
で
、
今
日
の
御
殿
場
市
の

一
地
域
に
当
る
。



三
、
行
学
院
日
朝
聖
人
真
蹟
と
④
③
二
本
尊
の
問
題
点

Ｏ
　
①
　
嘉
吉
三
年
　
身
延
山
所
蔵
本
尊
の
問
題
点

当
本
尊
は

『日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
』
（昭
和
六
十

一

の

「解
説
」
に

「身
延
山
久
遠
寺
所
蔵
、　
一
一
一　

日
朝
上
人
本
尊
０
」

尊
０
と
並
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
註
に

「
日
朝
上
人

（
一
四
一
三
一～

木
♀
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
研
宛

（
四
）

年
三
月
発
行
）
に
収
録
さ
れ
る

一
幅
で
あ
る
。
即
ち
当
本

と
あ
る
。
京
都
市
妙
伝
寺
所
蔵
、　
一
一
〇
　
日
朝
上
人
本

一
五
〇
〇
）
鏡
澄
、
加
賀
阿
閣
梨
、
宝
衆
院

・
行
学
院
と

い
い
、
身
延
山
久
遠
寺
十

一
世
で
、
身
延
山
中
興

の
祖
と
称
さ
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
る
。
両
本
尊
は

樽
　
　
行
学
院
日
朝
師
真
蹟
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。

蔵
　
　
　
し
か
し
両
本
尊
の
特
徴
は
多
く
の
面
で
異
な
る

枷
　
　
麒
「
け
岬
［
呻
計
嘲
“
螂
椰
れ
【
疇
は
向
蒙
』
』

一口一　
　
と
ヽ
行
学
朝
師
の
真
蹟
と
も
比
較
考
察
が
必
要
と

時
　
　
期
一
輸
機
グ
［
一
国
『
“
麒
樹
脚
れ
れ
】
輌
『
¨

師
本
尊
を
考
察
し
た
特
徴
＜ａ＞
～
０
の
諸
点
に
つ
い

④ 嘉吉三年身延山所蔵本尊



て
各
々
考
察
す
る
事
と
す
る
。

Ｏ
　
①
　
杢ヽ
早
八
年
　
富
士
市
妙
永
寺
所

蔵
本
尊
の
問
題
点

当
本
尊
は
富
士
市
日
蓮
宗
妙
永
寺
に
蔵
さ
れ
る

一

幅
で
あ
る
。
当
本
尊
も
同
寺
に
於
て
行
学
院
日
朝
師

真
蹟
と
し
て
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
昭
和

末
年
同
寺
御
会
式
に
御
宝
物
開
帳
の
折
、
当
本
尊
を

確
認
で
き
た
。
先
ず
気
づ
い
た
の
は

「日
蓮
大
士
」

の
右
脇
に

「
日
春
上
人
」
左
脇
に

「日
法
上
人
」
が

勧
請
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
ず
は
両
師
が
光
長
寺
同
時
二
祖
聖
人
と
す
る
と
光
長
寺
系
統
の
御
本
尊
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

そ
の
時
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
保
存
し
た
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
た
。
そ
し
て
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
に
於
て
平
成
二
十
四
年
発
表
の
期
会

を
得
た
。
平
成
二
十
六
年
再
び
同
寺
に
て
同
本
尊
を
確
認
し
、
諸
点
を
考
察
さ
せ
て
頂
く
事
と
し
た
。
そ
れ
に
は
本
果
朝
師
の
諸
本

尊
と
の
慎
重
な
比
較
が
必
要
で
あ
る
し
、
同
時
に
行
学
朝
師
の
典
型
的
な
本
尊
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
本
果
朝
師
本
尊
を
考
察

す
る
上
で
基
本
と
し
た
特
徴
０
～
０
の
諸
点
に
つ
い
て
比
較
考
察
し
て
み
た
い
。
先
ず
は
行
学
朝
師
真
蹟
の
特
徴
を
◎
◎
両
本
尊
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
事
と
す
る
。

③ 永享八年富士市妙永寺所蔵本尊



０
　
◎
　
文
明
三
年
　
一二
島
市
本
覚
寺
所
蔵
本
尊

（真
蹟
表
一こ

三
島
本
覚
寺
は
元
天
台
僧
、　
一
乗
坊
日
出
師
が
三
島
を
教
化
の
拠
点
と
し
て
応
永
二
十
八
年

（
一
四
二
こ

に
開
創
し
た
寺
で
あ

り
長
禄
三
年

（
一
四
五
九
）
日
出
師
の
遷
化
に
よ
り
弟
子
の
行
学
朝
師
が
後
継
と
な

っ
た
寺
歴
が
あ
る
。
詳
記
は
避
け
る
が
同
寺
に

は
行
学
朝
師
の
信
頼
す
べ
き
真
蹟
文
書
が
数
々
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
中
の

一
幅
が
当
本
尊
で
あ
り
行
学
朝
師
の
確
実
な

一
幅
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
平
成
五
年
六
月
、
筆
者
は
当
寺
を
訪
れ
、
当
本
尊
を
は
じ
め
古
記
録
の
写
真
撮
影
を
許
可
頂
い
た
。
因
み
に
、
光
長

寺
同
時
二
祖
日
法
師
の
真
蹟
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
三
行
が
日
出
師
書
写
断
簡
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
事
を
見
出
し
、
平
成
六
年
そ
の

真
の
筆
者
に
つ
き
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
。

木
手
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
看
九

（
四
）

◎ 文明三年三島市本覚寺所蔵本尊



当
寺
に
伝
来
す
る
行
学
朝
師
の
本
尊
の
特
徴
を
当
時
の
撮
影
写
真
に
よ
り
検
討
さ
せ
て
頂
く
事
と
す
る
。

０
首
題
の
書
写
の
特
徴

首
題
の
七
字
は
他
の
諸
尊
よ
り
大
き
く
書
写
さ
れ
る
が
比
率
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
筆
致
は
柔
ら
か
く
流
麗
で
あ
る
。

「無
」
の
筆
法
、
「蓮
」
の
筆
法
に
独
得
の
特
徴
が
見
え
る
。
本
果
朝
師
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

０
勧
請
諸
尊
表
記
の
特
徴

仏
部
の
み
の
勧
請
で

（釈
迦
、
多
宝
、
四
菩
薩
）
他
の
諸
尊
は
勧
請
さ
れ
な
い
。
署
名
花
押
の
右
上
部
に

「日
蓮
在
御
判
」
と

書
写
さ
れ
る
。
四
天
王
、
不
動
、
愛
染
の
二
明
王
も
勧
請
さ
れ
な
い
。

０
讃
文
の
引
用
、
経
文
の
特
徴

当
本
尊
に
は
讃
文
の
占
め
る
部
分
が
五
割
以
上
で
あ
る
。

首
題
の
右
側
か
ら
下
方
へ

「今
此
三
界
　
皆
是
我
有
　
其
中
衆
生
　
悉
是
吾
子
」

首
題
の
左
側
か
ら
左
端
に
か
け
て

「而
今
此
虎
　
多
諸
患
難
　
唯
我

一
人
　
能
為
救
護
」

右
端
中
程
か
ら
下
部
へ

「佛
滅
度
後
二
千
三
百
三
十
餘
年
之
間

一
閻
浮
提
之
内
未
曽
有
大
漫
荼
羅
也
」

左
側
中
程
よ
り
下
方
に

「弘
安
年
中
御
真
筆
謹
奉
篤
之
」
と
あ
る
。
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０
署
名
花
押
の
特
徴

首
題
の
下
方
に

「
日
朝
花
押
」
　

日
朝
と
明
ら
か
な
署
名
文
字
が
見
え
、
こ
れ
と
重
な
ら
ず
花
押
。
日
朝
の

「朝
」
は

「朝
」

の
如
く
書
か
れ
る
。

本
果
朝
師
花
押
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
筆
致
と
形
状
で
あ
る
。
貧

四
七
頁
写
真
参
照
）

＜ｅ＞
授
与
者
、
年
記
の
特
徴

当
本
尊
の
左
側
最
下
部
に
文
字
抹
消
の
痕
跡
が
あ
り
、
本
紙
に
少
量
の
傷
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
京
都
妙
伝
寺
所
蔵
本
尊
に

あ
る
授
与
者
名
の
位
置
で
あ
る
。

年
記
は
署
名
、
花
押
の
左
側
に

「文
明
第
三
辛
卯
初
九
日
」
貧

四
七

こ

の
表
記
が
あ
る
。

０
文
字
の
特
徴

最
も
特
徴
的
な
文
字
は

「無
」
で
あ
ろ
う
。
点
の
打
ち
方
は
独
得
で
あ
る
。

「経
」
の
光
明
点
が
中
程
で
折
れ
る
形
状
。
「薩
」
「日
」
「朝
」
も
行
学
朝
師
独
得
の
特
徴
が
あ
る
。
貧

四
二
頁
写
真
参
照
）

①
　
◎
　
文
明
四
年
　
一只
都
市
妙
伝
寺
所
蔵
本
尊

（真
蹟
表
一こ

既
に
前
項
で

『日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
荼
羅
本
尊
集
成
』
所
載
と
し
て
示
し
た
京
都
妙
伝
寺
所
蔵
の

一
幅
で
あ
る
が
、
「文
明

第
四
壬
」

一月
日
」
２

四
七
一
し

の
年
記
が
あ
る
も
の
で
、
三
島
本
覚
寺
所
蔵
本
尊
の
翌
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
を

比
較
す
る
と
そ
の
特
徴
は

一
致
点
が
多
く
、
や
は
り
行
学
朝
師
の
典
型
本
尊
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

＜ａ＞
首
題
の
書
写
の
特
徴

骨
太
の
文
字
で
な
く
流
れ
る
筆
致
。
「無
」
「経
」
「日
」
の
筆
法
が
独
得
で
あ
る
。

木
系
院
口
朝
空
人
に
関
す
る
所
九

（
四
）



０
勧
請
諸
尊
表
記
の
特
徴

仏
部
の
勧
請
が
主
体
。
署
名
花
押
の
右

上
に

「日
蓮
在
御
判
」
と
あ
る
。

＜ｃ＞
讃
文
の
特
徴

三
島
本
覚
寺
所
蔵
本
尊
と
全
同
。
位
置

も
類
似
。

０
署
名
花
押
の
特
徴

「
日
朝
花
押
」
署
名
と
花
押
は
文
字
が

重
な
ら
な
い
。
「朝
」
の
字
は

「朝
」

と
見
え
る
。
花
押
の
形
状
も
三
島
本
覚

寺
所
蔵
本
尊
及
び
同
寺
蔵
、
行
学
朝
師
文
書
の
花
押
と
同
様
。
２

四
七
頁
写
真
参
昭
じ

＜ｅ＞
授
与
者
、
年
記
の
特
徴

授
与
者
は
本
尊
左
下
隅
に

「中
坊
日
仙
授
与
之
」
と
あ
る
。
署
名
花
押
の
左
側
に

「文
明
第
四
壬
・

一月
日
」
貧

四
七
一
こ

と

記
さ
れ
る
。

０
文
字
の
特
徴

三
島
本
覚
寺
所
蔵
本
尊
と
同
様
。

◎ 文明四年京都市妙伝寺所蔵本尊



四
、
本
果
院
日
朝
聖
人
真
蹟
と
す
べ
き
本
尊
の
根
拠
と
課
題

Ｏ
　
①
　
嘉
吉
三
年
　
身
延
山
所
蔵
本
尊
の
筆
者

行
学
朝
師
真
蹟
と
さ
れ
る
当
本
尊
を
前
項
の
行
学
朝
師
真
蹟
◎
◎
二
本
尊
と
比
較
し
て
そ
の
特
徴
の
差
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で

本
呆
朝
師
真
蹟
本
尊
類
と
比
較
し
真
の
筆
者
を
検
証
し
て
み
た
い
。
写
真
に
よ
れ
ば
当
本
尊
は
本
紙
に
欠
損
部
分
が
あ
り
特
に
右
端

に
多
い
が
文
字
の
特
徴
を
は
じ
め
各
部
分
は
十
分
に
比
較
考
察
が
可
能
で
あ
る
。

＜ａ＞
首
題
の
書
写
の
特
徴

首
題
の
文
字
は
素
朴
で
骨
太
、
流
麗
で
は
な
く
文
字
は
大
き
く
な
い
が
力
強
い
。
「蓮
」
の
筆
法
、
「経
」
の
筆
法
は
正
に
本
果

朝
師
真
蹟
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
出
て
お
り
東
之
坊
所
蔵
本
尊
と
同
様
で
あ
る
。
貧

四
八
頁
写
真
参
昭
じ

０
勧
請
諸
尊
の
表
記
の
特
徴

十
界
の
諸
尊
が
勧
請
さ
れ
る
。
首
題
の
下
に

「南
無
日
蓮
大
聖
尊
」
と
大
き
く
書
写
さ
れ
朝
師
の
筆
法
で
あ
る
。
四
天
王
、
二

明
王
も
明
記
さ
れ
、
不
動
、
愛
染
の
梵
字
は
正
に
享
徳
二
年
立
正
寺
所
蔵
本
尊
以
降
の
特
徴
を
具
え
る
。

＜ｃ＞
讃
文
の
引
用
、
経
文
の
特
徴

首
題
右
の
讃
文
は
右
上
よ
り

「讃
□
□
福
於
安
明
謗
者
開
罪
於
無
間
」
そ
の
下
中
程
に

「若
悩
乱
者
頭
破
七
分
」
そ
の
下
に

「佛
滅
度
後
二
千
二
百
三
十
余
年
□
□
□
□
浮
提
之
内
未
曽
有
之
大
漫
茶
羅
也
」
と
あ
る
。

首
題
の
左
の
讃
文
は
左
上
よ
り

「照
生
死
長
夜
大
燈
明
切
元
品
無
明
利
飢
」
そ
の
下
、
中
程
に

「諸
餘
怨
敵
皆
悉
推
滅
」
そ
の

本
系
院
口
朝
聖
人
に
関
す
る
冴
鬼

（
四
）



左

へ

「有
供
養
者
福
□
十
号
」
と
あ
り
、
宗
祖
真
蹟
、
二
十
八
紙
大
漫
荼
羅
は
じ
め
光
長
寺
日
法
師
真
蹟
本
尊
に
見
ら
れ
る
讃

文
で
あ
る
。
但

「照
生
死
長
夜
…
…
利
創
」
ま
で
の
讃
文
の
他
例
は
未
見
。

０
署
名
、
花
押
の
特
徴

首
題
の
中
心
線
真
下
に
小
さ
く

「沙
門
□
朝
花
押
」
が
あ
る
。
「沙
門
」
の
文
字
は
他
例
も
あ
り
蓮
静
寺
蔵
写
本
、
本
果
朝
師

筆
蹟
と
同
様
で
あ
る
。
花
押
と

「朝
」
の
文
字
は
重
な
り
が
多
い
。

行
学
朝
師
花
押
は
右
下
部
分
が

「告
ど

の
如
く
垂
直
に
下
に
延
び
る
が
当
本
尊
の
花
押
は

「０
」
の
如
く
大
き
く
膨
ら
む
。

こ
れ
は
本
果
朝
師
の
特
徴
で
あ
る
。
２

四
七
頁
写
真
参
昭
じ

＜ｅ＞
授
与
者
、
年
記
の
特
徴

署
名
花
押
の
左
側
に

「良
壽
丸
　
授
与
之
」
と
あ
る
。
「良
壽
丸
」
が
如
何
な
る
人
物
か
特
定
で
き
な
い
が

「松
子
丸
、
亀
壽

丸
」
は
他
の
本
果
朝
師
本
尊
及
び
日
建
師
本
尊
表
記
に
よ
り

「本
立
正
寺
」
在
住
の
子
弟
又
は
修
行
僧
と
見
ら
れ
、
「良
壽

丸
」
も
或
い
は
本
果
朝
師
学
室
の
子
弟
の
名
前
の
可
能
性
は
あ
る
と
言
え
よ
う
。
右
端
下
に
は
異
筆
で

「桂
□
□
礼
五
郎
右
衛

門
吉
次
」
と
あ
る
が
後
の
加
筆
で
あ
ろ
う
。

年
記
は

「嘉
吉
三
年
大
射
社
ハ
月
二
日
」
Ｔ

四
四
一こ

と
本
尊
左
端
の
下
部
に
記
さ
れ
る
。

０
文
字
の
特
徴

「南
無
」
「蓮
」
、
そ
し
て

「紅
」
の
字
は
糸
偏
の
第

一
角
の
丸
み
が
特
徴
。
「薩
」
「羅
」
「日
」
「月
」
も
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
筆

法
で
あ
り
、
署
名
花
押
も
本
果
朝
師
の
特
徴
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
例
示
す
る
。
２

四
人
頁
写
真
参
昭
じ



さ
れ
ば
当
本
尊
は
＜ａ＞
～
０
の
比
較
検
討
に
よ
り
行
学
朝
師
真
蹟
と
は
言
え
ず
、
本
呆
朝
師
真
蹟
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
果
朝
師
の
典
型
が
現
わ
れ
始
め
る
享
徳
二
年

（
一
四
五
一こ

本
尊
よ
り
十
年
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
讃
文
の

一
部
に
他

例
に
な
い
一
節
が
あ
る
も
の
の
本
尊
自
体
特
徴
を
具
備
す
る
。
首
題
の
文
字
が
本
尊
中
や
ゝ
小
さ
く
感
ぜ
ら
れ
る
が
文
字
の
特
徴
も

一
致
し
本
果
朝
師
真
蹟
と
し
て
新
た
に
認
識
す
べ
き
と
考
え
る
。

行
学
院
日
朝
聖
人
花
押

文
明
三
年
　
　
　
　
　
文
明
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
文
明
六
年

三
島
本
覚
寺
本
尊
　
　
一ふ
都
妙
伝
寺
本
尊
　
　
　
　
　
一二
島
本
覚
寺
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
島
本
覚
寺
文
書

本
果
院
日
朝
聖
人
花
押

享
徳
二
年
　
　
　
　
　
　
一早
徳
三
年

立
正
寺
本
尊
　
　
　
　
　
蓮
静
寺
本
尊

木
子
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
所
宛

（
四
）

享
徳
四
年

蓮
静
寺
本
尊

長
禄
四
年

東
之
坊
本
尊
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署
名
花
押



Ｏ
　
①
　
杢ヽ
早
八
年
　
一昌
士
市
妙
永
寺
所
蔵
本
尊
の
筆
者

富
士
市
妙
永
寺
所
蔵
本
尊
も
前
項
の
行
学
朝
師
真
蹟
本
尊
◎
◎
の
例
示
と
比
較
し
、
各
部
分
に
於
て
異
な
る
点
が
見
え
る
。　
一
方
、

光
長
寺
系
統
の
本
尊
と
は
判
断
さ
れ
る
も
の
の
直
ち
に
本
果
朝
師
真
蹟
と
断
ず
る
前
に
は
以
下
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

＜ａ＞
首
題
の
書
写
の
特
徴

首
題
の
文
字
は
大
き
く
筆
勢
が
あ
る
。
た
だ
し
文
字
は
骨
太
の
感
は
な
く
抑
揚
が
あ
り
素
朴
の
印
象
も
な
い
。
行
学
朝
師
の
よ

う
な
流
麗
さ
、
軽
や
か
さ
も
認
め
ら
れ
な
い
。

「蓮
」
「経
」
の
文
字
は
殊
に
大
き
く
書
か
れ
る
が
本
果
朝
師
の
特
徴
は
具
備
し
て
い
な
い
。
２

五
一
頁
写
真
参
昭
じ

０
勧
請
諸
尊
表
記
の
特
徴

上
段
仏
部
が
首
題
の
左
右
二
行
ず
つ
に
記
さ
れ
、
中
段
に
は
右
に

「文
殊
普
賢
大
士
」
そ
の
右
に

「兄
子
母
神
」
首
題
の
左
に

「薬
王
弥
勒
尊
」
そ
の
左
に

「十
羅
刹
女
」
、
首
題
の
下
に

「日
蓮
大
士
」
そ
の
右
脇
に

「
日
春
上
人
」
そ
の
右
に
讃
文
を
狭
み
、

「天
台
博
教
師
」
、
「
日
蓮
大
士
」
の
左
脇
は

「日
法
上
人
」
そ
の
左
に
讃
文
、
そ
の
左
は

「三
十
番
神
尊
」
で
あ
る
。

四
天
王
、
二
明
王
が
表
記
さ
れ
る
が

「天
玉
」
の
文
字
及
び
、
不
動
、
愛
染
の
梵
字
の
書
法
が
本
果
朝
師
の
真
蹟
例
と
異
な
る
。

勧
請
諸
尊
の
表
記
、
書
法
は
前
例
二
項
０
の
本
国
寺
所
蔵
本
尊
と
同
様
で
あ
る
。
２

五
〇
頁
写
真
参
昭
じ

＜ｃ＞
讃
文
の
引
用
、
経
文
の
特
徴

讃
文
は
右

「日
春
上
人
」
の
右
脇
に

「末
法
相
應
之
」
と
あ
り
、
左

「日
法
上
人
」
の
左
脇
に

「大
漫
荼
羅
也
」
と
あ
る
。
同

文
の
他
例
で
見
る
と
南
之
坊
所
蔵
の
永
享
元
年
の
本
尊
、
本
国
寺
所
蔵
の
永
享
九
年
の
本
尊
と
同
様
で
あ
る
。

③
署
名
花
押
の
特
徴

本
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
九

（
四
）



不
動
　
愛
染
表
記

③
永
享
八
年
妙
永
寺
本
尊

享
徳
二
年
立
正
寺
本
尊

「日
蓮
大
士
」
の
文
字
の
下
に

「日
朝
花
押
」
が
あ
る
。
署
名
の

「日
朝
」
は
明
瞭
で

「朝
」
と
花
押
は
重
な
ら
な
い
。
行
学

朝
師
の
花
押
と
は
全
く
異
な
り
、
本
果
朝
師
花
押
と
は
形
状
が
類
似
す
る
も
の
の
筆
法
に
や
や
異
和
感
が
あ
る
。

０
授
与
者
、
年
記
の
特
徴

授
与
者
は
本
尊
左
端
中
程
よ
り

「授
与
之
　
優
婆
塞
蓮
秀
日
仁
」
と
見
え
、
二
項
０
本
国
寺
本
尊
同
位
置
に
は

「授
与
之
　
優

婆
塞
蓮
壽
日
堅
」
と
記
さ
れ
る
。
他
面
に
於
い
て
も
、
永
享
九
年
本
国
寺
本
尊
と
類
似
点
が
多
く
両
本
尊
の
筆
者
は
同

一
者
と

見
て
間
違
い
は
な
い
。
但
し
、
本
果
朝
師
真
蹟
で
あ
る
と
の
意
味
で
は
な
い
。

本
尊
の
右
端
上
部
よ
り

「永
享
八
辰
太
才
正
月
佛
誕
日
」
と
あ
り
、
本
国
寺
本
尊
の
同
位
置
に
は

「永
享
九
丁
巳
太
歳
正
月
佛

誕
日
」
と
あ
る
。
筆
蹟
は
同
人
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
本
果
朝
師
の
年
記
の
書
写
の
位
置
は
本
尊
左
端
下
で
あ
り

「年
」
や

「干
支
」
の
文
字
の
欠
け
る
点
も
疑
間
が
残
る
。

０
文
字
の
特
徴

永
享
九
年
本
国
寺
本
尊



○
永
享
八
年
　
富
士
市
妙
永
寺
本
尊

享
徳
二
年
立
正
寺
本
尊

永
享
八
年
蓮
華
寺
本
尊

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
九

（
四
）



当
本
尊
の
文
字
比
較
に
於
い
て
、
行
学
朝
師
と
明
ら
か
に
異
な
る
特
徴
を
見
る
。
そ
れ
は

「無
」
「蓮
」
「経
」
「薩
」
「署
名
花

押
」
の
書
式
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
本
呆
朝
師
の
典
型
的
な
筆
法
の
文
字
、
例
え
ば
立
正
寺
所

蔵
本
尊
と
比
較
し
て
同
様
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
か
と
見
れ
ば
、
「蓮
」
「経
」
「羅
」
「薩
」
「玉
」
「署
名
花
押
」
コ
一明
王
」

等
に
異
な
る
特
徴
が
見
え
る
。
書
写
さ
れ
た
年
代
の
同
じ
蓮
華
寺
所
蔵
の
本
尊
と
比
べ
て
も
差
異
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
図

示
し
て
見
た
。
２

五
一
頁
写
真
参
昭
じ

以
上
の
＜ａ＞
～
０
の
比
較
検
討
に
よ
り
当
本
尊
①
は
行
学
朝
師
真
蹟
と
は
言
え
な
い
。　
一
方
、
本
果
朝
師
ご
在
世
中
の
年
代
表
記
が

あ
る
事
に
間
違
い
は
な
い
が
本
呆
朝
師
真
蹟
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
本
国
寺
所
蔵
本
尊
と
ほ
ぼ
同
じ
形
式
で
あ
る
も
の
の
典

型
的
本
果
朝
師
真
蹟
の
他
例
と
比
較
し
て
も
同
師
の
同
年
書
写
の
蓮
華
寺
所
蔵
本
尊
と
比
較
し
て
も
特
徴
の
異
な
る
点
が
見
出
さ
れ

る
。
こ
れ
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
真
蹟
本
尊
に
は
聖
人
の
醸
し
出
す
気
骨
や
独
得
の
雰
囲
気
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
更

に
具
体
的
に
研
究
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

五
、
結
語

本
果
朝
師
の
真
蹟
本
尊
類
に
つ
き
個
々
の
特
徴
を
挙
げ
比
較
概
観
し
て
今
日
に
伝
承
さ
れ
る
本
尊
が
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
を

考
察
し
て
来
た
。
ま
た
新
た
に
二
本
尊
の
調
査
結
果
も
示
し
そ
の
筆
者
も
考
察
し
た
。

特
に
甲
駿

（山
梨
県
、
静
岡
県
）
を
そ
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
活
躍
さ
れ

「東
朝
西
隆
」
の

「東
朝
」
と
称
さ
れ
る
本
果
朝
師
。

そ
の
根
拠
は
休
息
立
正
寺
、
己
心
院
日
退
師
に
よ
り
宝
永
三
年

（
一
七
〇
工Ｏ

に
著
さ
れ
た

『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
』
に
記

さ
れ
て
お
り
、
「中
興
日
朝
光
長
寺
ノ
職
ヲ
兼
ネ
雨
寺
悉
ク
建
立
ス
ル
也
　
然
ル
ニ
日
朝
盛
ン
ニ
本
勝
逃
劣
之
義
ヲ
宣
ベ
テ
洛
陽
本



能
寺
開
基
日
隆
卜

一
味
同
心
シ
テ
東
西
二
弘
通
ス
　
朝

ハ
東
隆
ハ
西
　
互
二
諾
シ
テ
」
と
見
え
る
。

な
お

『仏
祖
統
紀
』
の

「日
隆
上
人
博
」
に

「本
果
院
日
朝
ナ
ル
モ
ノ
甲
州
立
正
寺
駿
州
光
長
寺
両
山
ノ
主
也
」
と
あ
り

「西
隆

東
朝
」
の
呼
称
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
決
し
て
朝
師
を
称
え
る
伝
記
で
は
な
い
。
『統
紀
』
は
日
退
師
の

『末
歴
』
よ
り
後

年
に
著
さ
れ
た
も
の
で
、
六
牙
院
日
潮
師
は
休
息
立
正
寺
に
滞
在
し
そ
の
記
録
文
書
を
残
し
て
お
り
日
退
師
の

『末
歴
』
を
閲
覧
し

て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
日
退
師
の
記
録
は
当
時
存
在
し
た
古
文
書
を
広
く
求
め
真
偽
を
考
慮
し
て
取
捨
し
て
お
り
客
観
的
で
信
憑

性
が
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
録
を
辿
れ
ば
立
正
寺
が
天
正
十
年

（
一
五
人
一
じ

炎
上
し
た
折
重
宝
が
失
わ
れ
た
事
が
明

記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
復
興
の
た
め
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
立
正
寺
十
三
世
日
定
師
の
代
に

一
致
派

（身
延
）
に
帰
伏
し
当
初

「
一
本

寺
」
（本
山
）
の
格
式
を
以
て
待
遇
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
慶
長
七
年

（
三
ハ
〇
一
じ

十
四
世
日
應
師
の
代
に
は
延
山
の
末
寺
格
と

な

っ
た
。
更
に
元
和
年
中
再
び
火
炎
に
見
舞
わ
れ
当
寺
は
焼
失
、
延
山
に
再
び
援
助
を
求
む
る
所
と
な
る
が

「
一
本
寺
」
の
格
式
は

保
つ
べ
く
要
望
し
た
事
が
記
さ
れ
る
。
光
長
寺
門
流
と
分
裂
し
、
甲
駿
の
勝
劣
派
と
の
確
執
は
こ
の
時
更
に
続
い
て
お
り
、
光
長
寺

末
寺
と
し
て
存
続
す
る
小
林
の
立
正
寺
と
の
軋
蝶
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
今
日
、
本
果
朝
師
の
御
本
尊
等
の
伝
来
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
と
判
ぜ
ら
れ
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
戦
火
、
火
災
に
よ
る
焼

失
の
原
因
は
当
然
で
あ
る
が
今

一
つ
は
八
品
門
流
、
東
の
旗
手
と
し
て
布
教
に
当

っ
た
歴
史
上
の
活
動
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち

同
師
に
関
連
す
る
本
尊
類
、
著
述
類
、
写
本
類
は
本
果
朝
師
歿
後
五
代
に
亘
り
尊
崇
伝
承
さ
れ
た
が
伽
藍
炎
上
の
後
立
正
寺
自
体
が

大
き
な
方
向
転
換
を
し
て
終

っ
た
。
従

っ
て
同
師
の
学
室
の
子
弟
多
数
の
伝
承
文
物
も
危
機
的
状
況
と
な
り
本
末
各
坊
支
院
の
文
献

も
多
く
散
逸
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
甲
斐
国
の
対
立
派
に
は
忌
避
さ
れ
江
戸
期
以
来
長
期
に
亘

っ
て
広
範
に
失
わ
れ
て
行

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

現
に
本
果
朝
師
の
真
蹟
本
尊
、
写
本
類
は
駿
河

（静
岡
県
）
側
に
多
く
伝
来
し
光
長
寺
末
寺
所
蔵
が
殆
ど
で
あ
る
。

本
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（
四
）



さ
れ
ば
平
成
二
十
七
年
、
大
本
山
光
長
寺
に
於
て
五
百
五
十
遠
忌
が
修
せ
ら
れ
る
本
果
朝
師
の
真
蹟
は
聖
人
の
実
像
を
拝
す
る
た

め
に
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
今
後
の
新
出
資
料
も
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
重
要
な
歴
史
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
も
更
な
る
研
究

が
必
要
な
事
を
痛
感
し
つ
つ
稿
を
閉
じ
貴
重
な
ご
本
尊
類
の
写
真
掲
出
を
了
解
下
さ
れ
た
各
寺
院
様
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

合
掌

註

「定
輪
寺
文
書
」
（静
岡
県
史
料
１
）
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
２２
静
岡
県
』
昭
和
五
五
年
　
五
五
〇
頁

「琲
和
氏
古
文
書
」
（神
奈
川
県
史
料
３
下
）
前
掲
書
　
八
六
五
頁

駿
東
郡
の
う
ち
相
模
国
荻
野
山
中
藩
の
う
ち
旗
本
山
岡
氏
領
、
明
治
元
年
駿
府
藩
領
と
な
り
明
治
四
年
静
岡
県
に
所
属
、

治
二
十
二
年
北
郷
村
の
大
字
と
な
る
。
前
掲
書
　
七
二
頁

『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
』
己
心
院
日
退
記
、
宝
永
三
年
五
月
記

『桂
林
学
叢
』
第
二
三
号
拙
稿

「本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究
０
　
七
五
頁

『興
隆
学
林
紀
要
』

一
号
拙
稿

「本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究
０
　
四
六
頁

蓮
静
寺
第
二
世
　
延
徳
三
辛
亥
七
月
十
六
日
遷
化

（同
寺
過
去
帳
）

蓮
静
寺
第
三
世
　

水ヽ
正
六
己
」
二
月
十
六
日
遷
化

（同
寺
過
去
帳
）

『夫
木
抄
』
＝

（夫
木
和
歌
抄
）
延
慶
三
年
頃
成
立
、
三
六
巻
　
藤
原
長
清
撰

和
歌

「は
る
は
る
と
甲
斐
の
高
根
は
み
え
か
く
れ
板
野
の
小
菅
す
え
な
ひ
く
な
り
」

10987654 321

明
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17 16 15 14 13 12 11

『甲
斐
国
社
記

ｏ
寺
記
』
第
二
巻
寺
院
編

一
、　
一
一
頁

「角
川
地
名
大
辞
典
」
１９
山
梨
県
　
一二
人
六
頁

『日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
奈
羅
本
尊
集
成
解
説
」
昭
和
六

一
年
　
四
二
頁

「桂
林
学
叢
』
第
二
三
号
拙
稿

「本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（三
と

六
七
、
九
三
頁

『桂
林
学
叢
』
第

一
五
号
拙
稿

「日
法
聖
人
文
書
の
研
究
０
」

一
四
人
頁

『本
化
別
頭
佛
祖
統
紀
」
諸
山
絶
列
停

「京
兆
本
能
寺
開
山
日
隆
上
人
博
」
本
山
本
満
寺
　
昭
和
五
五
年
　
一一一人
一
頁

今
日
の
甲
州
市
勝
沼
、
山
、
安
国
山
立
正
寺

（光
長
寺
末
寺
）

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
　
　
本
果
院
日
朝
　
　
行
学
院
日
朝
　
　
日
隆

東
朝
西
隆
　
　
八
品
門
流

木
ネ
眈
口
朝
聖
人
に
関
す
る
研
九

（
四
）
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